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グ リチ ル リチ ン およびグ リチ ル レ チ ン 酸 の 肥満

細胞か らの ヒ ス タ ミ ン 遊離抑制作用
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【目的】 グ リチ ル リチ ン お よ び グ リチ ル レ チ ン 酸 の 抗 ア レ ル ギ ー
作用 を ラ ッ ト腹腔肥満細胞

か らの ヒ ス タ ミン 遊離抑制作用で 検討す る 。

【方法】  免疫 ， ウ ィ ス タ ー系雄性ラ ッ ト （100〜200g ）に 百 日咳加熱死菌， ブタ回虫抽出

蛋白質 （As ），　 DNP 化 した回虫蛋臼質 （DNP − As ）を用い ， 多田 ・奥村の 方法 で免疫 した。 感

作され た ラ ッ トの lgE 抗沐価は Passive 　Cutane ・ us 　 Anaphylaxis 反 SES−（・UeSUした。 

肥満細胞の分離精製 ， 感作 ラ ッ ト腹腔 に Tyrode 液 を注入 し ， 腹腔浸出細胞浮 遊液を採取し

た
。

こ の 液を 22．5％（W／V ）の metrizamide 溶解 Tyro ．de 液に 重層 し，350 × g ， 15分間

の 遠心分離 を 2 回 くり返 し ， Tyrode 液に よ る洗浄 を行 っ た 。 こ の 操作に よ っ て 90〜95 ％

の 純度 の 肥満細胞が得 られ た。  グ リチ ル リチ ン （GL ）は グ リ チ ロ ン 注射液を使用 、 グ リチ

ル レ チ ン 酸 （GA ）は微量 の Tween 　80 で 溶解後，　 Tyrode 液に 懸濁 した （い ずれ もミノ フ

ァ
ーゲ ン 製薬 よ り分与 を受 けた 。 ）。   ヒ ス タ ミ ン の測定 ， 肥満細胞浮遊液（1．OX105cell ／

ml ）lc各 々 の 濃度 の GL ，
　GA を加 え，37°q 　10 分 間前処理 し た後 ， 抗原 （DNP − As ）ある い は

compound 　 48／80 を添加し ，
37 ℃ ， 15 分間反応 した 。 反 応上清と沈渣に分 け ， ヒス タ ミン 量

をShore らの方法で測定し ， ヒ ス タ ミン遊離率お よび購 些率を算出した 。 測定は全 て duplicate で行

っ た 。　 【結果】 1）抗原 （100μg／ fhl）の 刺激に よる肥満細胞か らの ヒス タ ミン 遊離に対 して ，

GL は 10 μg／mtか ら1000 　it　g／mt まで 濃度依存的な 抑制作用 を示した。

一
方 ，　GA は 50 μg冷’

で 最大 の抑制を示 したが ，
これより高濃度 で は抑制率 は 低下 した

。 2）Compound 　 48／80（1

μiyfml ）刺激 に よ る肥満 細胞 か らの ヒ ス タ ミン遊離 に 対して ，　 GL は抗原 同様 ， 濃度依存的な抑

制を示した 。 GA は 50　0　tt　g／fmlで 最武 の 抑制を示 し ， これより高 い 濃度 で は抑制率は低下 し た 。

【考察】 GL は甘草の
一

成分で 2 分子の グ ル ク ロ ン酸と トリテ ル ペ ノ イ ド系サ ポ ニ ン の
一

種 で あ る

GA の 抱合物で ある。生体内 で は ，　 GL は GA にな る と言われ てい るが ，　 GA の 効果に つ い て は 明 ら

か に されて い ない 。 今 回 ， GL お よび GA ともに 肥満細 胞か らの ヒ ス タ ミ ン遊離 を抑制するこ と

が明 らか に な っ た こ とに よ り， 臨床的 に GA が ア レ ル ギー反応を抑制す る もの と推測される 。

【結論】 GL は 濃度依存的に 肥満細胞か らの ヒス タ ミン遊離 を抑制 した 。　 GA は IgE 抗体一抗原

の 熟 ζは 50 μg／fmlで ，　 compound 　 48／80 の 刺激 で は 500 μg 塩 〜で 最 も強 く抑制 し た 。
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